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幼若期 (0こ5歳 ;未成熟)､竹年期 (3歳前後 ;盟
春期)の動物がそれぞれ1例および2例であった｡
前年度 (1993年度)は幼若柳､巧･年期､老齢
期 (20歳前後)の動物がそれぞれ2-3例ずつ
得られたので､前年度に得られたデータに加えた
結果を報告する｡前頭熟こおける神経伝達物質の
変動を調べたところ､幼若期ではノルエピネフリ
ン(NA)､ドパミン(DA)およびセロトニン(5-HT)
の含丑は低 く､それぞれ0.051,0.078,0.047
(ng/mgfreshweight;以下同じ単位)であった｡
背年期ではNA､DA､5-HTは､それぞれ0.116,
0.231.0.081であった｡老齢期ではDAと5-HT含
丑は0.Ill.0.048と著しく低下したが､NAの含血
は0.048で､青年期とほとんど変化が認められな
かった｡これらの結果より､線状体の場合と同様
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